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財政と公共政策　第 34 巻第 2号（通巻第 52 号）2012 年 10 月
がおこなわれている状況が見て取れました．
以上の分析からは，第一に，事例として挙げた二市ではともに，2007 年以前に事業がすでに
存在しており，市町村交付金を受け入れることによって事業が拡大発展してきたという点があ
きらかになりました．また，第二に，神奈川県が目標とする水源保全再生施策と，市町村が実
現させたい地域の環境施策とがお互いに一致する点で事業が執行されている点があきらかにな
りました．これらのことから，本研究の結論は，都道府県支出金というのは，一般的には垂直
的な財政調整手段であると認識されていますが，神奈川県の場合は，市の役割を県が財政面で
手当てするといったような，互助関係が析出されました．このことから本研究では，補完性原
理に基づく財政調整があると試論を展開し，森林・水源環境税ではこういったことが見て取れ
るのではないかと結論を付けました．ご清聴ありがとうございました．
司会：
どうもありがとうございました．続きまして，討論者の先生を 2名お迎えしておりますので，
それぞれ 15 分で討論をお願いしたいと思います．立教大学の関口先生より討論をお願い致し
ます．
討論 1
立教大学　　　　　
関口　　智　先生
ただいまご紹介にあずかりました立教大学の関口と申します．
先生方には，それぞれ二つの質問をさせていただきます．質問の視点としましては，財政学
の捉え方からのものです．第一に環境政策に関する政府間の事務配分というものをどう捉える
か，第二に環境税の政府間の税源配分をどのように捉えるのか，第三に，政府間の事務配分と
税源配分を捉えた後の段階で，財源保障をどういったかたちで行っていくのかという，これら
三つのステップのどこかの段階のことを，それぞれの先生方にお聞きしようと思っています．
まず始めに，石崎先生のご報告の概要と質問です．石崎先生は，日本の森林政策の特色として，
国，道府県に加えて，市町村が大きな役割を果たしている点をご指摘になっていました．これ
は事務配分にも影響してくる部分です．さらに先生は，国，道府県による市町村への関与につ
いてそれ自体を問題視するのではなく，関与の方法，言い方を変えれば，統制方法を問題視さ
れていました．また，こういった森林政策を行うに当たって，地域間で負担の格差があるので，
現実問題としては国による財源保障が必要であるとのご指摘でした
質問の一つ目は，事務配分に関するものです．森林政策に関しても，各国様々な事務配分が
あると思いますが，日本に適合的な国，道府県，市町村間の望ましい事務配分というのは，ど
